
クリップの外れ ナットの外れ 
写真は「大規模空間を持つ建築物の吊り天井の脱落対策の徹底について」別紙１（国土交通省）より引用 

令和 7 年 6 月 

大規模空間を持つ建築物の管理者・所有者のみなさまへ 

 

 

 

■ 地震後、天井裏に被害があるかも… 

令和６年能登半島地震では建築物の天井の全面的な脱落は確認されませんでしたが、国の機関が行った

調査によると、天井裏に複数の損傷が発見された事例もありました。 天井裏の損傷をそのまま放置する

と、再度地震が起こった際に、天井の脱落などの重大事故につながる危険性があります。 

   

  【地震後の損傷事例】 

・ 天井を支えるクリップの外れやナット、ビスの緩み 

・ 鋼製下地材の外れ 

・ 天井板の落下や破損 

 

 

 

 

 

 

 

■ 緊急点検の対象となる建物物の部分 

大規模空間※となっている部分のうち、吊り天井が設置されている部分 

※天井高さ６ｍ超の部分が面積２００㎡超ある空間 

想定される建物の例） 体育館、劇場、ホール、アリーナ、商業施設（モール、店舗）、展示場、空港、駅 など 

■ 吊り天井の定期的な調査も忘れずに！ 

不特定多数の者が利用するような建築物（特定建築物）の所有者や管理者は、建築基準法により特定建

築物の定期調査が義務づけられており、特定天井※についても定期的に調査することとなっています。 

※特定天井とは？・・・吊り天井であって、次の内容のいずれにも該当するもの 

１） 居室、廊下その他の人が日常立ち入る場所に設けられているもの 

2） 高さが６ｍを超える天井の部分で、その水平投影面積が２００㎡を超えるものを含むもの 

3） 天井面構成部材等の単位面積質量が２ｋｇを超えるもの 
 

施設の安全性を確保し、利用者が安心して利用していくために、 

吊り天井の適切な点検の実施をお願いします。 

 

 

＜大規模空間の吊り天井の緊急点検のお願い＞ 

・ 定期点検だけでなく、震度５強以上の地震の後は速やかに点検を！ 

・ 天井裏も確認しましょう！ 

問い合わせ先：建築部 建築行政課 監察指導係 

電話 025-226-2845 

  吊り天井の緊急的な点検をお願いします 

～建築物を安全に維持保全するために～ 

 
震度５強以上の 

地震があったなら 


